
〈 セミナーのご案内 〉 
 ● 今回配布先を限定しておりますので、関係各位へのご回覧につき、ご高配をお願いいたします。   
大学評価・情報シリーズ 15（通算 411 回）                                2009 年 1 月 28 日（水） 
  ピンチはチャンス！！―― 

大学改革の“最前線”と“社会評価”Ⅱ 
～パラダイム転換期のニューキャンパスと戦略的情報公開～   

   ※ “下流大学”が拓く人生と 21世紀社会／700大学キャンパスにみる“智恵”と“希望” 
   ※ “就活のバカヤロー”からのパラダイム転換／“誤解と茶番”を超えて、4年生夏からの就活へ 
   ※ 変わりつつある大学教育とキャンパス／“社会評価”を高める戦略的情報公開 
 
 
 
 
 
 
      
   
2009 年 1 月 28 日（水）  剛堂会館ビル 会議室  （東京・麹町） 

 
日  時：2009年 1月 28日（水） 13：00～16：50 
 
会  場：剛堂会館ビル（明治薬科大学）会議室（東京・麹町） 
        千代田区紀尾井町 3-27        03-3234-7362 
 
アクセス：東京メトロ有楽町線｢麹町駅｣1番出口より 

徒歩 4 分、JR 中央・総武線「四ツ谷駅」麹町口
から徒歩 10分 

        ※会場の地図及び受講証を送付しますので 
          必ずご確認ください。 
 
参加費：A．ご一名（資料代込） 
                        35,000円（消費税込） 

B．メディア参加（資料・カセットテープ送付） 
                        36,000円（送料、消費税込） 
 
※参加費の払い戻しは致しませんので、申し込まれた方

の都合が悪いときには代理の方がご出席ください。 

申込方法：参加申込書に所要事項を記入のうえ 
FAXまたは E-mailにてご送付ください。 

支払方法：銀行振込・郵便振替・当日払いがあります。 
          みずほ銀行麹町支店        普通 1159880 
          三菱東京 UFJ銀行神田支店  普通 5829767 
          三井住友銀行麹町支店      普通 7411658 
          郵便振替                 00110-8-81660 
           全ての口座名＜（株）地域科学研究会＞ 
         ※ご請求なき場合は振込受領書を領収書に 
           代えさせていただきます。 
申 込 先：地域科学研究会・高等教育情報センター 
         東京都千代田区一番町 6-4 ライオンズ第 2-106 
              Tel：03（3234）1231／Fax：03（3234）4993 
                    E-mail：kkj @ chiikikagaku-k.co.jp 
                URL：http://www.chiikikagaku-k.co.jp/ 

☆ FD・SD及び BD研修の本格化に伴い、2007年から受講・修了証明書を発行しております。 
 
 
 
      大学評価・情報シリーズ 15                                         200   年    月     日 

      大学改革の“最前線”と“社会評価”Ⅱ             □ 当日参加    □ メディア参加 
 

勤務先          

所在地 〒                

TEL            FAX            連絡部課・担当者           

参加者氏名 所属部課役職名 メールアドレス 
 

 

〈通信欄〉支払方法（郵便振替･当日払い･銀行振込）  必要書類〔□ 請求書  □ 見積書〕 

※この個人情報は、本セミナーの一連の業務及び今後のご案内に使用させていただきます。

回 

覧 

山内 太地 氏 ／ 大学研究家・編集者・ライター 
石渡 嶺司 氏 ／ 大学ジャーナリスト・ライター 
永井 順國 氏 ／ 政策研究大学院大学客員教授 

                   元・読売新聞論説委員 元・女子美術大学教授・常務理事 

研修会参加申込書 

● 講 師 陣 ● 

地域科学研究会 

高等教育情報センター 

キリトリ線(※参加申込みの折は必ずお送りください)



 
大学改革の“最前線”と“社会評価”Ⅱ 2009 年 1 月 28 日(水) 
時間 講  義  項  目 

13:00 

～

13:50 

□ “下流大学”が拓く人生と 21 世紀社会 
～700 大学キャンパスにみる“智恵”と“希望”～ 

大学研究家  山内 太地 
1．大学のランクと人の価値は比例するのか 
（1）貴方の大学を一流、二流、下流と決めたのは誰か 
（2）『ドラゴン桜』『東大生のノート』が抱える重大な問題点 
（3）自分は二流だから頑張らない、すると、本当に二流になる 
2．１人ひとりの学生、教職員、保護者を大切に 
（1）清華大学の学食、ロンドン芸大の図書館、そして、湘北短大 
（2）受験生に個別対応する中京大学の入試担当部署＆しょこたんブログ 
（3）貴方は学生とあいさつをしていますか？ 
3．あなた自身の「人間力」「学士力」「社会人基礎力」はどうなっているのか 
（1）「人間力」は就職活動のテクニックではない 
（2）桜美林大学の学生と教職員のどっちがスピーチが上手か 
（3）人に言う前に、自分が日々の仕事でイノベーションを実践できているのか 
4．７００大学の学生はすべて、無限の可能性がある  
（1）努力せず、結果が出ない、すべての原因は自分自身 
（2）希望があると信じて、ポジティブに前へ進む、悲観的にならない 
（3）一人でも多くの友人を作り、互いに学びあう、人脈は自分を拡張する  

14:00

～

14:50 

□ “就活のバカヤロー”からのパラダイム転換 
      ～“誤解と茶番”を超えて、4年生夏からの就活へ～ 

大学ジャーナリスト  石渡 嶺司 
1．誤解・思い込みが先行してしまう大学生 
（1）ちょっとした質問でも圧迫面接      （2）自分の話よりタテマエを話したがる本音は？ 
（3）インターンシップは事実上の就職活動の前倒し化 
2．採用側企業の言い分 
（1）なぜ調べられない？   （2）なぜ自分を語れない？    （3）なぜ強みがない？ 
3．資格を巡る大学・学生の誤解 
（1）資格は９９％が無意味  （2）達成感知るために役立つ資格 （3）資格と就職の正しい関係 
4．就活を茶番劇にしないために 
（1）学生：きちんと「外」を見る 
（2）大学：文部科学省・企業に就活時期見直しを迫る 

15:00 

～  

15:50 

□ 変わりつつある大学教育とキャンパス 
    ～“社会評価”を高める戦略的情報公開～ 

政策研究大学院大学  永井 順國 
1．「21 世紀型市民」とは～市民性の教育 
  ～“金”もうけよりも“人”もうけ～ 
2．「学士力」で求められる学力と能力 
   ～資格よりもポートフォリオで社会に挑む～ 
3．“脱”教室～コミュニティで学ぶ 
   ～サービスラーニング――ボランティア協会とのコラボ～ 
4．総合的な体験を“表現”する力 
   ～１人、Ａ４判２０枚の論文と日本語指導～ 
5．リスク管理としてのマイナー情報の開示 
   ～定員割れ、セクハラ、大麻、金融危機 etc.～ 
6．結果責任をともなう説明責任 
   ～税金・授業料へのアカウンタビリティ～ 

16:00

～

16:50 

□ 全体質疑とディスカッション 
～大学パラダイムの新潮流と情報戦略～ 

  パネラー □ 山内太地 氏／石渡嶺司 氏／永井順國 氏 
  司  会 □ 青野友太郎（地域科学研究会 高等教育情報センター） 

 
 
 
 
 

 
 

☆ 講師最新刊 ☆ 若きジャーナリストたちの熱きメッセージ！！ 

山内太地『下流大学に入ろう！』光文社 2008 年 12 月 

石渡嶺司・大沢仁『就活のバカヤロー』光文社 2008 年 11 月 




